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はじめに
眼瞼周囲の腫瘤性病変は多岐にわたり診断に難渋す
る病変の１つである．今回，比較的まれなアポクリン
汗嚢腫を３例経験したので報告する．
症 例 １
患 者：７１歳，女性
主 訴：右下眼瞼の腫瘤
既往歴：高血圧，心房細動
現病歴：初診の約１年前に右眼に疼痛が出現し，近医
眼科で治療を行い疼痛は改善した．その後，腫瘤が出
現しステロイド軟膏剤で保存的に加療を行ったが改善
なく当院眼科に紹介受診した．眼科より手術目的にて
当科に紹介された．
現 症：下眼瞼の瞼縁中央部に赤色調のびらんとその
周囲に小腫瘤を認めた（図１）．
治療と経過：下眼瞼を全層で楔状に切除し縫合した．
術後３か月で再発は認めていない（図２）．
病理組織学的所見：病理組織検査では拡張した嚢腫が
多発しており二相性の上皮と好酸性細胞の断頭分泌像
を認めアポクリン汗腺嚢腫と診断した（図３）．
症 例 ２
患 者：３５歳，女性
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要 旨
眼瞼に腫瘤を形成し，アポクリン汗嚢腫（apocrine hidrocystoma）と診断した３例を経験した．症例１は７１歳女性
で１年ほど前より右下眼瞼に褐色の腫瘤が出現した．近医で保存的に加療するも改善なく紹介受診となった．症例２は
３５歳女性で２年ほど前より右内眼角部に嚢胞状の腫瘤が出現した．症例３は４５歳女性で２年ほど前から左外眼角部に腫
瘤出現した．病理組織学的所見では二相性の上皮系細胞からなる嚢腫壁が存在し，内腔への乳頭状増殖を示す部位があ
り断頭分泌像を認めた．以上の所見よりアポクリン汗嚢腫と診断した．手術後の再発は認めていない．アポクリン汗嚢
腫は，１９６４年にMehreganが報告した良性腫瘍であり，中高年の顔面，特に眼周囲に好発する．赤褐色，青色，灰白
色などの色調であり，表面は平滑で嚢胞状を呈する．臨床所見のみで診断は困難である．眼瞼周囲の嚢胞性腫瘤では鑑
別疾患の１つとして念頭に置くべき疾患と思われる．
キーワード：眼瞼腫瘍，アポクリン汗嚢腫，apocrine hidrocystoma
図１ ７１歳女性の下眼瞼皮膚腫瘤，中央部にびらんを認
める．楔状に全切除を行った
102 眼周囲に発生した Apocrine hydrocystomaの３例 Tokushima Red Cross Hospital Medical Journal
ｌ／ＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ　２０１５年／１本文：総説・原著・症例・臨床経験 ２１症例：大和　良輔　Ｐ１０２ 2015年 3月20日 13時 6分 0秒 126
主 訴：右外眼角部の腫瘤
既往歴：頸部痛
現病歴：初診の約２年前に腫瘤が出現してきた．改善
認めず近医皮膚科受診した．毛芽腫など良性腫瘍を疑
われ，切除目的で当科に紹介された．
現 症：右外眼角部に３×５mm大の嚢胞性の腫瘤を
認めた（図４）．
治療と経過：一部，周囲の皮膚を含め紡錘状に皮下脂
肪層で切除を行った．術後１年経過したが再発は認め
ない．
病理組織学的所見：切除組織の病理所見では筋上皮と
乳頭上に増殖する上皮細胞よりなる嚢胞壁を認めアポ
クリン汗嚢腫と診断した（図５）．
症 例 ３
患 者：４５歳，女性
主 訴：左外眼角部の皮疹
既往歴：甲状腺機能低下症，高血圧
現病歴：発症時期は不明であるが初診の２年ほど前に
は腫瘤が出現していた．近医皮膚科受診し，治療目的
にて当院皮膚科に紹介された．
現 症：左外眼角部に隆起した褐色調の腫瘤を認め
た．
治療と経過：ムチン沈着疑いにて生検施行した（図
６）．追加切除について説明したが，患者本人に切除
希望なく，終診となった．
病理組織学的所見：生検の病理組織像では，真皮下層
の二相性の上皮細胞から構成される嚢胞で，嚢胞壁の
外側は筋上皮細胞に裏打ちされている．断頭分泌像を
認めアポクリン汗嚢腫と診断した（図７）．
図２ 局所再発を認めない
図３ 一部筋上皮と二相性を示し，好酸性細胞の断頭分
泌を認める
図４ ３×５mmの透明な内容液を含む嚢胞性腫瘍を認
めた．切除術を施行し縫縮した
図５ 筋上皮と乳頭状に増殖する上皮細胞よりなる嚢胞
を認める
図６ 左外眼角部に褐色の腫瘤を認めている
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考 察
アポクリン汗嚢腫は１９６４年にMehreganが１７症例
について初めて報告した良性の腫瘍１）で性差なく中高
年に好発する．発生部位は頭頸部が全体の７４％を占め
ており，そのうちの６０％は眼周囲に生じる２）．赤色や
青色，灰白色，黒褐色調，また正常皮膚色などのさま
ざまな色調を呈するが，光沢のある隆起性の単発性結
節が多い，自覚症状がなく悪性化もないとされる３）．
深谷らは１９６８年から２００５年までの本邦で発生したアポ
クリン汗嚢腫の報告１７３例について検討を行い，３０～
６０歳が全体の７６％で，顔面発生例が６３％，その中でも
眼周囲が３６％を占め，アポクリン腺の多い腋窩や会陰
部の報告はむしろ少なかったと報告している４）．ま
た，神山らは検索し得た５５例の眼周囲発生例について
上眼瞼，下眼瞼，外側に多いと報告している５）．
アポクリン腺は胎生期に毛原基より発生し全身に分
布する．生後に退化していき，一部が腋窩，会陰部，
乳輪，外耳道などに残存する６）．眼周囲に多い理由
としてはMoll腺に由来するためという意見がみら
れる７），８）．その他の部位に発生する理由としてはア
ポクリン腺の原基の残存によるものが考えられてい
る４），５）．
治療は単純切除であり手術切除症例での再発は無い
と考えられている４）．
病理組織学的所見として，上皮と筋上皮の二相性の
上皮細胞からなり，好酸性の嚢胞壁があり，アポクリ
ン腺に特徴的な断頭分泌像が特徴的とされる９）．
自験例については，性別はすべて女性であったが，
３例とも眼周囲の発生例であり，外側２例と，下眼瞼
１例であった．臨床像は多様であり，１例目は前医で
治療していたこともあり発赤とびらん形成を認め，２
例目は嚢胞状の腫瘤で３例目は褐色調の腫瘤であっ
た．これらは終診となった３例目については不明であ
るが，１例目，２例目に再発は認めていない．病理組
織学的には３例とも断頭分泌像と二相性の嚢腫壁を認
め以上のことよりアポクリン汗嚢腫とした．
Vaniらは，鑑別疾患として，表皮嚢腫や血管腫，
面皰，視腺嚢腫などを挙げており，青黒色調のものは
悪性黒色腫や基底細胞癌との鑑別が必要であると述べ
ている１０）．さまざまな色調を呈し臨床所見のみでの診
断は困難である．非常にまれな疾患であるがアポクリ
ン汗嚢腫も眼瞼に生じた腫瘤を経験したときに鑑別疾
患の１つとしてあげる必要がある．
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図７ 二相性の上皮細胞からなる嚢腫で，断頭分泌像を
認めた
104 眼周囲に発生した Apocrine hydrocystomaの３例 Tokushima Red Cross Hospital Medical Journal
ｌ／ＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ　２０１５年／１本文：総説・原著・症例・臨床経験 ２１症例：大和　良輔　Ｐ１０２ 2015年 3月20日 13時 6分 0秒 128
Three cases of apocrine hidrocystoma occurring around the eyes
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We examined three patients who presented with eyelid masses. In case１, a ７１-year-old woman presented
with a brown mass on the right lower eyelid that persisted for a year. She attended our hospital after treat-
ment provided by a local doctor failed to improve the condition. In case２, a ３５-year-old woman presented
with a cyst-formed tumor on the right angulus oculi medialis that had persisted for ２ years. In case３, a ４５-
year-old woman presented with a mass on the left angulus oculi lateralis that had persisted for approximately
２ years. The cyst walls consisted of two levels of epithelial cells, and there was a site indicating papillary
growth into the lumen. Histopathological findings showed that the masses exhibited decapitation secretion, and
a diagnosis of apocrine hidrocystoma was reached in all three cases. Following surgical resection, no patient
showed any signs of recurrence. Apocrine hidrocystoma is a benign tumor first reported in１９６４ by Mehregan.
It develops on the face, especially around the eye, in the middle-aged and elderly. It can be dark reddish-
brown, blue, or light gray in color, is smooth and commonly forms cysts. Diagnosis is difficult by clinical ex-
amination alone, and it should be considered as a differential diagnosis for cystic tumors appearing on the eye-
lids.
Key words : blepharophyma, apocrine hidrocystoma
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